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［
南
信
署
］
平
成
二
十
三
年
六
月
十
九
日
に
長

野
県
飯
田
市
（
飯
田
文
化
会
館
）
で
「
三
六
災

害
五
十
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
三
六
災
害
か
ら
学

ぶ
こ
と
～
地
域
の
防
災
力
向
上
を
め
ざ
し
て

～
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
六
災
害
と
は
、
昭
和
三
十
六
年
六
月
の
梅

雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
伊
那
谷
全
域
で
山
腹
崩
壊

や
河
川
が
決
壊
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者

百
三
十
六
名
を
出
し
た
災
害
で
す
。
こ
の
災
害

を
風
化
さ
せ
ず
教
訓
と
し
て
継
承
し
、
国
・
自

治
体
・
地
域
社
会
、
住
民
が
自
ら
の
課
題
と
し

て
防
災
に
関
す
る
知
識
を
深
め
、
防
災
意
識
を

共
有
し
て
自
然
災
害
に
備
え
た
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
前
に
、
南
信
州
広
域
連
合
か
ら
下
伊

那
郡
大
鹿
村
の
災
害
を
題
材
に
し
た
演
劇
が
上

演
さ
れ
る
と
と
も
に
、
災
害
当
時
の
記
録
映
像

も
上
映
さ
れ
、改
め
て
災
害
規
模
の
大
き
さ
が
、

会
場
に
訪
れ
た
住
民
の
方
々
に
伝
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
主
催
者
を
代
表
し
北
澤
秋
司
（
信

州
大
学
名
誉
教
授
）
実
行
委
員
長
か
ら
の
挨
拶

や
、
阿
部
守
一
長
野
県
知
事
を
は
じ
め
来
賓
か

ら
防
災
に
つ
い
て
挨
拶
を
受
け
式
典
を
終
了
し

ま
し
た
。
そ
の
後
「
三
六
災
害
と
伊
那
谷
～
地

形
・
地
質
と
災
害
と
の
関
連
か
ら
～
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
基
調
講
演
や
、
伊
那
谷
の
今
後
に
お

け
る
防
災
に
取
り
組
む
上
で
何
が
必
要
な
の
か

を
、
住
民
代
表
や
防
災
担
当
者
等
が
パ
ネ
ラ
ー

と
な
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
最
後
に
当
署
の
竹
内
署
長
の
閉
会
の
言
葉

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

当
日
会
場
内
で
は
「
防
災
技
術
」
や
「
地
域

防
災
活
動
」「
三
六
災
害
当
時
」
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
も
行
わ
れ
、
南
信
森
林
管
理
署
と
伊

那
谷
総
合
治
山
事
業
所
合
同
で
、
国
際
森
林
年

の
Ｐ
Ｒ
と
併
せ
治
山
事
業
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル

展
示
を
行
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
と
併
せ
「
保
安

林
の
し
お
り
」
や
「
管
内
概
要
」
等
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
用
意
し
ま
し
た
が
、
来
場
者
の
関
心

は
高
く
ア
ッ
と
言
う
間
に
無
く
な
り
、
改
め
て

治
山
に
対
す
る
関
心
度
が
高
い
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

 

［
南
信
署
］
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日
、

国
指
定
天
然
記
念
物
八
島
ヶ
原
湿
原
（
下
諏
訪

町
、
諏
訪
市
）
の
外
周
お
よ
そ
四
㌔
㍍
に
及
ぶ

防
鹿
柵
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

霧
ヶ
峰
地
域
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害

が
深
刻
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
林
野
庁
の
モ
デ

ル
事
業
を
活
用
し
、
霧
ヶ
峰
自
然
環
境
保
全
協

議
会
が
主
体
と
な
り
、
昨
年
度
の
八
月
二
十
一

日
に
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
置
に
あ
た
っ
て
は
、協
議
会
加
盟
機
関（
長

野
県
諏
訪
地
方
事
務
所
・
南
信
森
林
管
理
署
・

諏
訪
市
役
所
等
）
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
参
加
し
た
こ

と
は
、
食
害
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
の
表
れ
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
実
施
日
数
七
日
間
延
べ
三
百
十
三

名
で
約
二・
二
㌔
㍍
。
今
年
は
約
一・
八
㌔
㍍
を

六
日
間
延
べ
二
百
九
十
二
名
の
参
加
者
に
よ
っ

て
防
鹿
柵
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
柵
は
高
さ
二
㍍
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
シ

カ
が
飛
び
越
え
て
来
た
場
合
も
想
定
し
て
、
柵

の
内
側
に
コ
の
字
型
の
施
設
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
シ
カ
が
柵
に
沿
っ
て
移
動
す
る
習

性
を
利
用
し
た
も
の
で
、
柵
沿
い
に
移
動
し
て

袋
小
路
に
入
っ
た
シ
カ
を
捕
獲
ま
た
は
扉
か
ら

外
へ
出
す
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　

八
島
ヶ
原
湿
原
に
は
、
霧
ヶ
峰
固
有
の
植
物

で
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
キ
リ
ガ
ミ

ネ
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
を
は
じ
め
貴
重
な
植
物
が

数
多
く
自
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
、
シ
カ

に
よ
る
食
害
や
踏
み
荒
ら
し
に
悩
ま
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
防
鹿
柵
設
置
に
よ
り
、
シ
カ
の
侵
入

が
防
止
さ
れ
る
こ
と
で
湿
原
の
保
全
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
効
果
を
更

に
維
持
す
る
た
め
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る

監
視
や
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
柵
の
修
繕
を
実
施

国際森林年、治山事業のパネル展示

シンポジウムの様子

三
六
災
害
五
十
年

�
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
さ
れ
る

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

多
く
の
人
々
の
協
力
を
得
て

�

八
島
ヶ
原
湿
原
の
防
鹿
柵
完
成

防鹿柵の設置風景
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し
て
、
将
来
に
わ
た
り
湿
原
の
保
全
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
防
鹿
柵
等
に
よ
る
植
物

保
護
に
加
え
、
積
極
的
な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
個
体

数
調
整
を
目
的
に
、
委
託
に
よ
る
捕
獲
駆
除
を

実
施
す
る
た
め
、
現
在
、
各
自
治
体
及
び
各
猟

友
会
等
と
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］　

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
富
士
見
町
の
西

岳
国
有
林
に
あ
る
「
多
摩
市
民
の
森
」（
遊
々

の
森
）
に
お
い
て
、
多
摩
市
の
小
学
生
（
五
小

学
校
延
べ
四
百
二
十
五
名
）
を
対
象
に
五
回
の

森
林
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
教
室
は
歴
史
が
長
く
、
昭
和

五
十
七
年
に
多
摩
市
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家
を

利
用
す
る
小
学
生
を
対
象
に
当
署
主
体
で
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
多
摩
市
小
学
校
で
は
多
摩
市
内

を
流
れ
る
多
摩
川
上
流
に
、
首
都
圏
の
水
源
で

う
児
童
達
を
促
す
と
、
樹
冠
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

が
開
け
空
が
覗
い
て
い
る
の
を
見
て
、
間
伐
の

必
要
性
を
実
感
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。ま
た
、

伐
採
木
の
樹
皮
を
は
ぎ
、
そ
の
内
側
を
な
め
た

児
童
の
中
に
は
鹿
の
樹
皮
は
ぎ
被
害
の
現
状
を

知
り
、「
樹
皮
の
中
が
甘
い
な
ん
て
驚
き
。
鹿

の
気
持
ち
が
わ
か
る
。」
と
感
想
を
言
う
人
も

い
ま
し
た
。

　

開
始
当
初
は
当
署
職
員
が
主
体
で
行
っ
て
い

た
森
林
教
室
で
す
が
、
現
在
で
は
当
署
支
援
の

下
、
多
摩
市
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家
が
主
体
と

な
っ
て
活
動
的
な
森
林
体
験
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
も
継
続
的
な
行
事
へ
と
発
展
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

～
豊
か
な
森
林
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

 

［
南
木
曽
支
署
須
原
森
林
事
務
所
班
］
須
原
森

林
事
務
所
は
、
長
野
県
南
西
部
の
大
桑
村
須
原

旧
中
山
道
の
須
原
宿
に
あ
り
、
大
桑
村
村
内
の

木
曽
川
右
岸
殿
地
区
の
阿
寺
国
有
林
と
左
岸
伊

奈
川
国
有
林
の
お
よ
そ
一
七
、五
〇
〇
㌶
を
管

轄
し
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
森
林
は
多
様
性
に
富
み
、
右
岸
側
は

阿
寺
山
地
の
比
較
的
な
だ
ら
か
な
地
形
で
ヒ
ノ

キ
の
生
育
に
適
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
左
岸

側
は
中
央
ア
ル
プ
ス
空
木
岳
（
二
、八
六
四
㍍
）

の
山
麓
を
中
心
に
低
山
帯
か
ら
高
山
帯
ま
で
の

標
高
差
約
二
、〇
〇
〇
㍍
に
及
ぶ
急
峻
で
変
化

の
激
し
い
原
生
的
で
多
様
な
生
態
系
の
森
林
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

　

当
事
務
所
の
現
場
班
は
三
名
体
制
と
少
人
数

で
す
が
生
産
・
造
林
の
経
験
も
豊
富
で
、
森
林

保
全
管
理
、
林
道
維
持
及
び
各
種
調
査
業
務
に

従
事
し
て
お
り
、
最
近
で
は
熊
に
よ
る
立
木
の

剥
皮
被
害
防
止
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
の
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
空
木
岳
や
越

百
山
の
巡
視
や
歩
道
整
備
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
朝
晩
、
夏
冬
の
気
候
変
化
も
激

し
く
、
地
形
的
に
も
連
絡
手
段
が
限
ら
れ
て
く

る
こ
と
か
ら
、
毎
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
体

調
確
認
は
も
と
よ
り
当
日
の
作
業
箇
所
・
内
容

に
お
け
る
段
取
り
や
安
全
確
認
、
万
が
一
の
際

の
連
絡
場
所
や
機
器
の
再
確
認
を
し
な
が
ら
、

明
る
く
安
全
な
職
場
環
境
で
豊
か
な
森
林
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

あ
る
水
道
水
源
林
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
科
過

程
に
お
い
て
森
林
の
水
源
涵
養
機
能
を
学
ん
で

お
り
、
森
林
の
機
能
に
つ
い
て
深
い
関
心
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
森
林
教
室
で
は
当
署
職
員
か
ら
森
林

の
多
面
的
機
能
の
説
明
、
そ
こ
か
ら
森
林
の
育

成
（
特
に
間
伐
）
の
意
義
を
伝
え
ま
し
た
。
そ

の
後
当
職
員
等
の
指
導
の
下
、
間
伐
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
児
童
達
は
代
わ
る
代
わ
る
鋸
を
使

い
、初
め
て
の
立
木
の
伐
倒
に
苦
戦
し
つ
つ
も
、

徐
々
に
コ
ツ
を
つ
か
み
、
受
け
口
が
う
ま
く
切

り
取
ら
れ
た
時
は
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、立
木
の
倒
れ
る
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、

林
業
の
大
変
さ
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
倒
し

た
木
も
児
童
達
の
手
で
一・
六
㍍
に
玉
切
り
し
、

ロ
ー
プ
等
を
用
い
て
林
道
沿
い
へ
と
搬
出
し
ま

し
た
。

　

間
伐
後
、
伐
根
付
近
で
上
方
を
見
上
げ
る
よ

遊
々
の
森
『
多
摩
市
民
の
森
』
で

�

森
林
教
室
を
実
施児童５名を木に見立てて間伐の説明

初めての伐倒作業に皆興味津々

須原森林事務所班の皆さん
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愛知森林管理事務所
（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」

75
）

75

しろ うま だけ

森
を
歩
こ
う

 

［
愛
知
所
］
犬
山
・
八
曽
自
然
休
養
林
は
昭
和

四
十
九
年
三
月
に
設
定
さ
れ
、
愛
知
県
犬
山
市

の
東
部
、
岐
阜
県
境
に
位
置
す
る
丘
陵
性
山
地

で
飛
騨
木
曽
川
国
定
公
園
内
に
あ
り
、
面
積
は

一
、一
三
一
㌶
で
す
。
都
市
近
郊
の
自
然
休
養

林
と
し
て
、
四
季
を
通
じ
多
く
の
利
用
者
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
ラ
イ
ン
を
望
む
犬
山
地
区
は
、
起
伏
に

富
ん
だ
岩
石
と
マ
ツ
な
ど
の
森
林
が
一
体
と
な

り
、
優
れ
た
景
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、

八
曽
地
区
は
黒
平
山
か
ら
の
展
望
や
、
八
曽

滝
、
五
段
の
滝
、
乙
女
滝
、
巌
頭
洞
な
ど
変
化

に
富
ん
だ
自
然
景
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。

〈
黒
平
山
〉

　

八
曽
山
と
も
呼
ば
れ
標
高
三
二
七
㍍
で
当
自

然
休
養
林
の
最
高
峰
、
三
六
〇
度
の
眺
望
が
楽

し
め
、
晴
天
時
は
御
嶽
山
、
乗
鞍
、
白
山
等
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
八
曽
滝
〉 

　

木
々
の
生
い
茂
る
渓
谷
に
滝
の
音
が
響
く
、

高
さ
約
十
八
㍍
ほ
ど
あ
り
、「
山
伏
の
滝
」
と

黒平山からの展望

も
称
さ
れ
、
修
験
者
や
、
秋
葉
寺
（
宗
岳
寺
）

の
修
行
の
場
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
本
滝
は
、
平
成
二
十
年
六
月
に
、
環

境
省
の
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
、
モ

ミ
の
木
駐
車
場
、
亀
割
駐
車
場
か
ら
徒
歩
で
約

四
十
～
五
十
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

〈
巌
頭
洞
（
が
ん
ど
が
ま
）
〉

　

巌
頭
洞
歩
道
沿
い
の
両
岸
に
岩
壁
が
そ
そ
り

立
つ
一
角
に
自
然
に
で
き
た
洞
窟
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
洞
窟
は
昔
の
龕
灯
（
が
ん
と
う
）
の

よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
そ
の
昔
は
野
盗
が
住

ん
で
い
た
と
か
、
穴
居
生
活
時
代
の
遺
跡
と
も

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
八
曽
木
橋
〉

　

モ
ミ
の
木
駐
車
場
か
ら
徒
歩
で
約
三
十
分
、

五
条
川
に
架
か
る
木
橋
で
八
曽
自
然
休
養
林
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
七
月
愛
知
県
犬
山
市
周
辺
に

降
っ
た
豪
雨
に
よ
り
元
々
あ
っ
た
木
橋
が
全

壊
、
平
成
二
十
三
年
三
月
復
元
し
ま
し
た
。

〈
所
在
地
〉

　

愛
知
県
犬
山
市

◆
ア
ク
セ
ス
（
モ
ミ
の
木
駐
車
場
ま
で
）

○
鉄
道
利
用

　

�

名
鉄
犬
山
線
犬
山
駅
か
ら
バ
ス
（
明
治
村

行
）
終
点
下
車
。
徒
歩
又
は
タ
ク
シ
ー
で
。

○
自
動
車
利
用

　

�

高
速
道
路
で
は
、
中
央
道
「
小
牧
東
IC
」
か

ら
県
道
四
九
号
線
を
入
鹿
池
方
面
、
入
鹿
大

橋
手
前
を
右
折
。

平成の名水「八曽滝」

巌頭洞（洞窟）

復元された八曽木橋


